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国 立 第 一 中 学 校 

学 校 だ よ り 

令和 ２年  ４月 号 

４月６日（月）発行 

 

校長 山上 真哉 

お子様のご入学おめでとうございます。令和２年度、新入生１６５名を新しく迎え、国立第一中学校は新たにスタ

ートしました。昨年度に引き続き校長を継続させていただきます、山上真哉です。昨年度一年間で積み上げてきた教

育実践を継続し、今後は更に伝統ある国立第一中学校の発展のため校長として、精いっぱい努力してまいりますので、

何卒ご理解、ご協力よろしくお願いいたします。 

さて、現在新型コロナウイルスの感染状況が東京都においてひっ迫していることから、４月６日から５月６日まで

の間、臨時休業を延長することとなりました。保護者の皆様におかれましては、大変ご心配とご苦労をおかけするこ

とになりますが、命を守ることを最優先とした東京都の方針に沿って国立市といたしましてはしっかりと取り組んで

参りたいと考えています。是非ご理解ご協力をお願いいたします。 

国立市といたしましてこの間、週一度の登校日を設け、健康観察、学習関係のアドバイス等行ってまいります。ご

家庭におかれましては長期間になりますが、お子様の健康管理及び、学習の手助け等ご協力をお願いいたします。 

 

《令和２年度の国立第一中学校における教育目標》 

「共生社会に向けた「共学」（共に学ぶ）、「共感」、「共育」による学舎の創造」 

＜令和２年度の学校経営の重点＞  

（１）確かな学力の向上【共に学ぶ「共学」】 

  ①特別支援教育の視点に立った授業実践に取り組むとともに、一中の「交流及び共同学習」を積極的に推進する。 

②生徒の学びの室を高めるため、指導（計画）の改善や個に応じた指導の工夫等授業力の向上を図りながら、「基

礎的な知識・技能」の習得に努める。 

  ③各教科、総合的な学習の時間等の学習を通して、問題解決型学習を推進し生徒主体の授業展開を工夫し、生徒

の思考力・判断力・表現力を高めるとともに、「主体的な学び」の視点に立ち支援する授業実践を行う。 

（２）心の教育の充実【自他を大切にする「共感」】 

  ①規範意識の醸成と公共心の涵養、基本的生活習慣の確立を図る。 

  ②道徳教育の充実、ボランティア活動の推進を通して、自尊感情や自己有用感の醸成とともに他者を大切にする

「温かい心」を育てる教育の充実を図る。 

  ③いじめのない学校、不登校生徒の減少を目指すとともに、「生命尊重」の精神を涵養し、命の教育の充実を図る。

ＬＧＢＴの教員研修を充実させ、多くの生徒が過ごしやすい学校づくりを実践させる。    

  ④情報モラル教育を推進し、有害情報から生徒を守るとともに、「SNS一中ルール」の見直しを通し、適切な活用

方法について生徒が考える取組を行う。 

  ⑤様々な機会を通し、生徒の声に耳を傾けるとともに、スクールカウンセラーなどとの連携を図り、生徒理解に

努める。 

（３）特別活動の充実【ともに育つ「共育」】 

  ①生徒一人一人が大切にされる温かい学級経営、学年経営の充実を図り、生徒との信頼関係を構築し深める。 

  ②限られた時間・準備の中で、生徒が主体となって活動する学校行事を創造する。 

  ③学校教育の一環としての部活動等を通して、自主的・自律的運営力の育成を図る。 

 

最後になりましたが、現在このような状況ではありますが、今年度の教育目標を達成させるために、全教職員一丸

となって教育活動を推進させてまいります。保護者の皆様方におかれましては、本校の教育活動に関して、ご理解と

ご協力をお願いいたします。 

国中だより 

新年度が始まりました 


